
PERFORMANCE 環境

　世界の人口は、2015年の73億人から2050年に97億人、2100年には112億人に達する＊と見込まれ、世界全体
のGDPも拡大を続けています。こうした経済の発展に伴って、エネルギー消費の増大に起因するCO2の排出増に
よる地球温暖化、各種資源の需要増加による資源の枯渇、生態系の破壊など、さまざまな環境問題が深刻化して
います。豊かな地球を次世代へ引き継ぐため、環境負荷の低い社会の仕組みづくりが世界規模で模索されています。
　日立は「優れた自主技術・製品の開発を通じて社会に貢献する」という企業理念のもと、重要な社会課題である
環境問題の解決に事業を通じて貢献していくことで、持続可能な社会の実現をめざしています。
＊ 国連「World Population Prospects: The 2015 Revision」による

　地球温暖化、資源の枯渇、生態系の破壊な
ど、さまざまな環境課題が深刻化する中、企業
の環境負荷軽減への要請や期待はますます
高まっています。
　「気候変動に関する政府間パネル（IPCC：
Intergovernmental Panel on Climate 

Change）」では、「工業化以前の水準に対する
気温上昇を2℃以内に抑えるためには、2010

年から2050年までに全世界の温室効果ガス排
出量を40～70％減少させるべき」と報告して
います。また、2015年12月に行われた国連気
候変動枠組条約第21回締約国会議（COP21）
では、世界共通の長期目標として温暖化を2℃
未満に抑える目標と1.5℃に抑える努力の追求
など、意欲的な内容を盛り込んだ「パリ協定」が
採択され、2016年11月に発効しました。
2015年に国連で採択された「持続可能な開発
のための2030アジェンダ」の中核をなす「持
続可能な開発目標（SDGs）」でも、「目標13：
気候変動に具体的な対策を」などに環境課題に
ついての目標が設定されています。
　このような世界の動向と自らの経営方針を
踏まえ、日立は「環境ビジョン」を策定し、長
期視点から日立のめざす社会の姿を明確にし
ました。さらに、「環境ビジョン」がめざす社
会を構成する「低炭素社会」「高度循環社会」
「自然共生社会」を実現していくために、環境
長期目標「日立環境イノベーション2050」を
策定しています。

環境ビジョンと2050年に向けた環境長期目標「日立環境イノベーション2050」

日立環境イノベーション2050
http://www.hitachi.co.jp/environment/vision/innovation2050.html
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